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大山町地方創生本部

【概要版】



⾄る２０年間の⼈⼝の推移を把握し、⾃然増減（出⽣と死亡による差により⽣じる増減）の要因
と社会増減（転入と転出の差により⽣じる増減）の要因について、それぞれがどのように影響し
てきたか等を分析する。
   なお、ここで使⽤している数値は、「⼈⼝動態調査（市区町村別）」の住⺠基本台帳⼈⼝・世
帯数（各年３⽉３１⽇現在数値。）を活⽤し、合併前の平成１６年度以前の数値は、旧⼤⼭町、
旧名和町、旧中⼭町を合算した数値を使⽤している。

■ 平成７年から平成２６年までの⼈⼝・世帯数の推移

    平成７年から平成２６年の２０年間では、男性、⼥性とも⼈⼝が増加した年はなかった。この
２０年間で⼤⼭町の⼈⼝は、男性 1,734⼈、⼥性 2,114⼈、合計 3,848⼈減少した。
   しかし世帯数は、⼈⼝減少が進んでいるにもかかわらず、平成８年から平成１９年までは増加
傾向にあり、⼤⼭町では平成８年頃から核家族化が進んだと推測される。
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大山町⼈⼝動向分析及び将来⼈⼝推計

１．⼤⼭町の⼈⼝動向

   今後講ずべき施策の検討材料とするため、総務省統計局に掲載されている平成７年から現在に
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■ 出生者数及び死亡者数

   全ての年度で死亡者数が出⽣者数を⼤きく上回っており、⾃然増減では、⼈⼝減少の時代が続
いている。さらに平成１９年以降は、死亡者数の増加と出⽣者数の減少により⼈⼝減少が急速に
進み、平成２１年に２０４⼈、平成２５年に２２２⼈、平成２６年に１９６⼈と２００⼈を超え
る⾃然減となる年も発⽣している。

■ 転入者数及び転出者数

   転入者数は、平成１７年度５８３⼈をピークに平成２２年度が３５９⼈と５年間で２２４⼈の
減少となったが、平成２２年度からは増加傾向に転じている。しかし、平成１７年度以前のよう
に５００⼈前後で推移するわけではなく、転入者数は４００⼈前後となっている。
   転出者数も相対的にみると減少の傾向にあるが、平成２６年には５１３⼈の転出者があり、前
年に⽐べて９９⼈増加となった。
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■ 平成２６年度の転入・転出先状況（住⺠基本台帳データ）

   下記グラフは、住⺠基本台帳データにより、平成２６年度の転⼊・転出先を表したものである。
転入・転出先とも県内移動が群を抜いており、転出では全体の５２．９％、転入では５８．８％
を占めた。
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   上記グラフは、⼥性のみの転入・転出者の年齢構成を表したものである。「１５〜１９歳」が
１６⼈減、「２０〜２４歳」が２４⼈減、「２５〜２９歳」が２２⼈減で、「１５〜２９歳」の
⼥性が、１年間で６２⼈も減少しているという結果となった。

■ 転入・転出者総数に占める⽶⼦市の状況（住⺠基本台帳データ）
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   上記グラフは、平成２２年度から平成２６年度までの住⺠基本台帳による転入・転出者総数と
米子市への転入・転出者の割合を表したグラフである。
   年度によりバラツキがあるものの、５年間の平均では、米子市が社会増減に影響を与えた割合
は５４．５％で５割を超えるという結果となった。

■ ⽶⼦市からの転入者の転入先（住⺠基本台帳データ）

   上記グラフは、平成２５・２６年度の住⺠基本台帳による米子市からの転入者の転入先の２年
間の平均割合を表したグラフである。米子市からの転入者の５９．９％が元⼤⼭町⺠で、うち、
４１．３％が転出以前と同じ住所へ転入しているという状況であった。

■ 国勢調査による未婚者の状況
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   この⼈⼝推計は、国勢調査から得られた市町村別の男⼥５歳階級別⼈⼝を基準とし、内閣官房
まち・ひと・しごと創⽣本部事務局から提供を受けた将来推計⼈⼝ファイルを活⽤して推計した
ものである。ただし、合計特殊出⽣率については、⼤⼭町の平成２１年度から平成２５年度の数
値を平均した「１．３３」で試算した。
   なお、２０１０年以前の数値は、国勢調査の数値を使⽤している。

■ 大山町の合計特殊出生率

■ 総⼈⼝の⾒通し

   ⼤⼭町の将来の⼈⼝は、現状のまま⼈⼝減少が進めば、２０４０年代に１万⼈を下回ると予測
される。その後もさらに⼈⼝減少は進み、４５年後の２０６０年には、現在より約１万⼈減少し、
７千⼈を下回ると推計された。
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   上記グラフは、⽣産年齢⼈⼝（１５-６４歳）、⽼年⼈⼝（６５歳以上）、年少⼈⼝（０-１４
歳）及び⾼齢化率の⾒通しを表したものである。
   ⽣産年齢⼈⼝は、２０４０年までに約３，５００⼈（４１．７％）減少し、５，０００⼈を下
回ると予測される。その⼀方で、⽼齢⼈⼝は、２０４０年までには約１，５００⼈（２３．７％）
しか減少していない。年少⼈⼝については、約８００⼈の減少だが、率にすると４６．８％の減
少となり、出⽣者数を今後いかに増やすかが問題となっている。
   ２０４０年後も各年齢別階層で減少は続くが、⽣産年齢⼈⼝の減少が激しく、⽼齢⼈⼝の減少
が緩やかなため、２０４５年には⽣産年齢⼈⼝（４，２５８⼈）より、⽼年⼈⼝（４，３３８⼈）
が多くなると予測される。その後も２０５５年までは⽼年⼈⼝が年齢別階層⼈⼝で占める割合が
⼀番⾼くなっている。
   ⾼齢化率は、２０３５年に⽼齢⼈⼝の減少により⼀時的に若⼲下がるが、その後は⽣産年齢⼈
⼝、年少⼈⼝の減少により２０５０年頃まで上昇を続け、その後に下がってくるものと予測され
る。しかし、⾼齢化率は２０４５年以降は４５％を超える⾼い数値となっている。

■ 大山町の将来⼈⼝推計のまとめ
   ⼤⼭町の将来⼈⼝は、何か思い切った施策の展開がなければ⼈⼝増加に転じない。さらに、今
後３０年の間に、⾼齢化率が４５％を超え、超⾼齢化社会になることが懸念されため、それに対
応するための施策を早めに⾏うことが重要である。
   過去２０年間の⼈⼝動態調査より分析を⾏った⼈⼝の社会増減では、転入者数と転出者数の⼈
数の差が、減少していく傾向にあること、また若者の転入があることから、今後展開する施策次
第で、社会増減による⼈⼝減少には⻭⽌めをかけることは不可能ではない。
   また、⾃然増減については、出⽣者数をいかに増やすかが課題であり、そのためにも若者、特
に若い⼥性にとって、「魅⼒があるまち、しごとがあるまち、子育てをしやすいまち、安⼼安全
なまち」などとなるような事業展開が必要である。
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【参考】2015年・2060年 ⼈⼝ピラミッド
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   全国的に⼈⼝減少社会を迎える中、⼤⼭町独⾃の⼈⼝動向分析、将来⼈⼝推計を⾏った結果、
   ●２０４０年代に⼤⼭町の⼈⼝が１万⼈を下回る試算となった。
   ●米子市への転出者が平成２６年度１年間で１６２⼈あった。
   ●「１５〜２９歳」の⼥性が平成２６年度１年間で６２⼈減少した。
   ●転入者数が平成２２年度から増加傾向にあり、社会増減が減少傾向にある。
などという状況が判明した。
   これらの結果をもとに、⼤⼭町では、将来⼈⼝目標を鳥取県が目標としている「合計特殊出⽣
率１．９５⼈」に加え、「転入転出による社会増減０」を目標とする。
   合計特殊出⽣率は、平成２５年度は１．５２であり、⼈⼝が少ないため年度により変動が⼤き
いが、２０３０年（平成４２年）までにに１．９５となることを目指す。
   転入転出による社会増減では、平成２６年度は６３名の減であり、うち男性が９⼈減に対し、
⼥性が５４⼈減という状況であった。
   社会増減についても２０２０年（平成３２年）に０となることを目標として、定住促進施策、
住宅施策、雇⽤対策、特に２０〜３０歳代の若い⼥性の町外流出の抑制施策を実施し、魅⼒ある
まちづくりを進めていく。

■ 将来⼈⼝推計値

   上記グラフは、将来推計⼈⼝ファイルを活⽤して推計した⼈⼝推計値と、２０３０年以降、合
計特殊出⽣率を１．９５％、社会増減０として推計した数値（目標達成後数値）を⽐較したもので
ある。
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３．⼤⼭町の将来⼈⼝目標

● 合計特殊出⽣率 １．９５⼈。（鳥取県での目標値）

● 転入転出による社会増減「０」。
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■ ⼈⼝推計値比較ピラミッド
   下記グラフは、将来推計⼈⼝ファイルを活⽤して推計した⼈⼝推計値と、２０２０年以降、将
来⼈⼝目標が達成された場合を⽐較した２０３０年、２０６０年の⼈⼝ピラミッドである。
   ２０６０年は、２０３０年に⽐べ⼈⼝が減少しているものの、⼈⼝構成は改善されている。

■ 大山町の将来⼈⼝目標のまとめ
   将来⼈⼝目標が達成されたとしても、⼤⼭町の⼈⼝は増加に転じるものではない。⼈⼝減少は
やや穏やかになるものの、２０６０年には、１万⼈を下回ると推計された。
   しかし、⾼齢化率は、２０２５年の４０．９％をピークに徐々に低下していき、⼈⼝構成も年
を経過していくことごとに改善されていくという結果となった。
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男 ⼥ 目標達成後
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男 ⼥ 目標達成後

男性（6,517⼈） ⼥性（7,153⼈） 合計 13,670⼈

男性（4,813⼈） ⼥性（5,170⼈） 合計 9,983⼈


